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⑧発表要旨（８００字） 

マタドール小径訓練用兵器（SCTW）は、かつての「撃っては忘れる」マタドール兵器に代わる

ものとしてシンガポール軍に導入された。しかしながら、マタドールの設計は、何回も使用す

ることが意図されていなかったので、主要な問題は、小径弾薬の連続使用の間に起きる。 

 

1つの一般的欠陥は、実射の間兵器の銃身内のマタドールSCTWの弾薬の空のカートリッジが固

定されていることである。一発分の弾薬は、特別な抽出ツールを使って訓練を受けた兵器エン

ジニアによって抽出される必要がある。この過程は、うんざりするもので、時間と活力が消耗

するが、いつも成功するわけではない。カートリッジの抽出に失敗すると、使用可能な兵器が

減る。このことは、戦闘部隊の訓練の進行を妨げ、非常に不都合が生じる。 

 

当チームは、幹部、兵器使用者、元々の機器製造業者、および地上エンジニアからフィードバ

ックを求めた。新しい、改善されたツールは、弾薬抽出成功率を高めるために製造された。固

定されたカートリッジの抽出を容易に可能にするためにいくつかの新しい機械技術的かつ安全

面での特徴が、向上したツールに組み込まれた。新しいツールは、安全面も考慮に入れて設計

された。 

 

改善されたツールは、すべての固定されたカートリッジを除去することができた（試験段階で

は）。各抽出にかかる時間は、平均3分半、90％減と著しく削減された。性能が向上したマタド

ールSCTW弾薬抽出ツールは、今やエンジニアは使用できる。これまでのところ、集められたフ

ィードバックによれば、このツールの効率性に関して肯定的意見が示されている。これまでの

ところ技術者に負傷者が出ていないので、当チームは、安全面での特徴も向上したことを証明

していると言える。 

 

新しいマタドールSCTW弾薬抽出ツールは、うまくその目的に適った効果的かつ刷新的な解決策

であることを示した。一歩進んで、当チームは、様々な口径のその他の兵器にも汎用的に使用

するためにこのツールの改良の可能性を探ろうとさらに研究・実験を行っている。 
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